
6 51

月号 

表紙作品を募集しています「無　題」 小林　栄一さん（19頁に紹介記事）

広 

報 

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

南房総市開催 

軟式野球 H22.9.25～10.5 自転車 
会期 

副市長、教育長が決まりました

ことしの夏のお楽しみ
南房総市民環境大学受講生募集

地デジ見られますか
暮らしのお知らせ
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就
任
あ
い
さ
つ

（
敬
称
略
）

選
挙
管
理
委
員
紹
介
　
（
敬
称
略
）

市
議
会
の
第
３
回
臨
時
議
会
で
副
市
長
、
教
育
委
員
、
監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
の
各

人
事
案
件
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
た
三
幣
貞
夫
さ
ん
は
、
５
月
17
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
議
で
教
育
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
長
に
は
生
稲
謹
爾
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
４
月
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し

て
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
副
市
長
に
再
度

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
以
前
に
も
増
し
て
責

任
の
重
さ
を
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。

二
期
目
を
迎
え
た
石
井
市
政
が
目
指
す
、

人
々
が
輝
く
新
た
な
４
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

指
針

―
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
、
行
財
政
改
革
の
推
進
、
教
育
の

充
実
、
地
域
経
済
・
産
業
振
興
な
ど

―
を

実
現
し
、
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
、
訪
れ
て
良

か
っ
た
と
実
感
で
き
る
南
房
総
市

ま

ち

づ
く
り
に

向
か
っ
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
精
励
し
て
ま

い
り
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

研
さ
ん
を
重
ね
、
南
房
総
市
の
発
展
の
た
め

一
意
専
心
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。
議
会
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
格
別

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
の
責
任
者
と
し
て
そ

の
重
責
を
自
覚
す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。教

育
委
員
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分

の
可
能
性
や
能
力
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
知
的
活
動
と
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
楽
し
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
南
房
総
市
は
、
人
・
自

然
・
産
業
・
歴
史
・
文
化
に
恵
ま
れ
た
地
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
生
か
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
輝
く
存
在
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
や
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
な
ど
難
し
い
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
知
恵
と
経
験
を
い

た
だ
き
、
教
育
委
員
会
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委員長

闍橋　龍渉

副市長

上野　勝美

教育長

三幣 貞夫

委員長代理

渡駘　七郎

教
育
委
員
紹
介
　
（
敬
称
略
）

委員長

生稲　謹爾

委員長職務代理者

小林　安生

委　員

鈴木　勇

委　員

白川　正一

副副
市市
長長
、、
教教
育育
長長
がが
決決
まま
りり
まま
しし
たた

補
充
員
　
吉
本
　
　
晃
／
榎
本
　
玲
子

安
西
　
和
男
／
早
川
　
文
枝

監
査
委
員
紹
介

（
敬
称
略
）

平野　喜男真木　利幸
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寄
付
金
活
用
状
況

平
成
22
年
度
の
次
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
育
む
事
業

・
ぜ
ん
そ
く
等
小
児
指
定
疾
患
医
療
費
助
成

・
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
言

葉
と
心
の
成
長
を
願
い
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
、

絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と
一
緒
に
絵

本
を
手
渡
す
活
動
で
す
。

自
然
環
境
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
事
業

・
里
山
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業

健
全
な
森
林
形
態
を
確
保
す
る
こ
と

で
、「
人
と
自
然
の
交
流
の
場
」
の
保

全
・
整
備
と
、
景
観
の
向
上
を
目
的
と

す
る
事
業
で
す
。
現
在
、
千
倉
町
川
戸

地
区
、
安
馬
谷
地
区
の
里
山
を
整
備
し

て
い
ま
す
。
整
備
し
た
里
山
は
、
ハ
イ

キ
ン
グ
や
自
然
体
験
に
活
用
し
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

・
市
民
活
動
応
援
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市

民
活
動
団
体
か
ら
提
案
事
業
を
募
集
し
、

優
秀
な
提
案
事
業
を
行
う
団
体
に
対
し
、

事
業
経
費
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
補
助

金
と
し
て
交
付
す
る
事
業
で
す
。

寄
付
を
い
た
だ
い
た
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○

助
け
合
い
、
支
え
合
い
の
精
神
が
こ

れ
か
ら
先
、
少
し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○

35
年
間
、
石
け
ん
作
り
に
関
し
て
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
い
た
し
ま

す
。
き
れ
い
な
海
づ
く
り
の
た
め
何
か

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇

「
市
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、送
付
し
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ふ
る
さ
と
納
税
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課

℡
33
│
１
０
０
１

皆
さ
ん
の
厚
意
に
感
謝
し
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平

成
21
年
度
の
状
況
を
報
告
し
ま

す
。

ふるさと納税制度とは？

「ふるさとを応援したい」という納税者の想い

を実現するため、平成20年度の税制改正において、

いわゆる「ふるさと納税」が制度化されました。

「納税」という言葉を用いていますが、実際に

は自治体への寄付金で、寄付を行った場合に個人

住民税の控除が受けられる制度です。

寄付先は出身地に限らず、全都道府県・市町村

から自由に選ぶことができ、「故郷への恩返し」と

いう面と、「好きな地域を応援する」という側面も

持っています。

市では、平成20年10月から、ふるさと納税制

度を開始し、多くの人たちから賛同していただい

ています。

平平
成成
2211
年年
度度
　　

ふふ
るる
ささ
とと
納納
税税
11
22
00
万万
55
22
66
円円

自自
然然
環環
境境
事事
業業
へへ
のの
寄寄
付付
がが
増増
ええ
てて
いい
まま
すす

里山ハイキングの花菖蒲
（安馬谷地区）

平成21年度　寄付の状況 
件数　19件　　金額　1,200,526円 

事　　業　　名 件数 寄付金額 

内
　
訳 

子どもたちの笑顔を育む事業 

自然環境を活かした地域づくり事業 

市民が主役のまちづくり事業 

11件 

6件 

2件 

496,000円 

623,526円 

81,000円 

平成21年度　寄付をいただいた人および団体 

名 前 お よ び 名 称 住　所 

 

公表について同意いただいた人のみ公表しています 
（寄付の日付順で掲載） 

きんせんかレディー 

家庭倫理の会房総 

原田　定道　様 

山崎　　良　様 

（有）堀井商店　代表取締役　堀井　譲二　様 

伏姫石けんグループ 

代表　闍木　玲子　様 

会長　小形三重子　様 

 

 

 

代表　永井　玉江　様 

 

南房総市 

館山市 

京都府 

南房総市 

南房総市 

南房総市 
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生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
「
ま
ち
の
先
生
」

登
録
制
度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
「
ま
ち
の
先
生
」

は
、
伝
承
文
化
や
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
、
創

作
、
職
業
体
験
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の
分

野
で
持
て
る
知
識
や
経
験
、
技
能
な
ど
を

地
域
社
会
な
ど
で
積
極
的
に
役
立
て
よ
う

と
す
る
意
欲
の
あ
る
人
（
個
人
・
団
体
）

に
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
公
民
館
活
動

や
グ
ル
ー
プ
活
動
と
い
っ
た
生
涯
学
習
の

場
で
、
指
導
者
や
協
力
者
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

「
ま
ち
の
先
生
」
の
活
動
分
野
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

①

市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
や
公
共

的
団
体
が
行
う
教
育
事
業
な
ど
で
、
指

導
者
ま
た
は
助
言
者
と
し
て
講
義
や
講

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

②

学
習
活
動
や
教
育
事
業
に
協
力
者
と

し
て
参
加
し
、
そ
の
運
営
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

「
ま
ち
の
先
生
」
に
登
録
し
た
い
人
は
、

市
内
各
公
民
館
に
備
え
つ
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
公
民
館
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
の
先
生
」
を
活
用
で
き
る
人
は
、

市
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
拠
点
の
あ
る
個

人
お
よ
び
団
体
で
す
。
５
人
以
上
の
参
加

で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

活
用
の
流
れ

①

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
地
区
公
民

館
に
あ
る
人
材
バ
ン
ク
の
名
簿
か
ら
、
希

望
す
る
「
ま
ち
の
先
生
」
を
選
び
ま
す
。

②

「
ま
ち
の
先
生
」
活
用
申
請
書
を
市

内
７
地
区
の
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

③

申
請
に
基
づ
き
、「
ま
ち
の
先
生
」
の

連
絡
先
な
ど
を
利
用
者
に
提
供
し
ま
す
。

④

利
用
者
は
、「
ま
ち
の
先
生
」
と
連

絡
を
と
り
、
学
習
内
容
、
講
師
料
な
ど

を
直
接
話
し
合
い
ま
す
。

⑤

市
内
公
民
館
な
ど
を
会
場
に
学
習
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑥

利
用
者
は
、
学
習
会
な
ど
の
終
了
後

「
ま
ち
の
先
生
」
活
用
報
告
書
を
人
材

バ
ン
ク
に
提
出
し
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ

び
市
内
７
地
区
の
公
民
館
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

丸
山
公
民
館

℡
46
│
４
０
３
１

「
ま
ち
の
先
生
」
と
は

「
ま
ち
の
先
生
」
を募

集
し
て
い
ま
す

「
ま
ち
の
先
生
」
が

活
用
で
き
ま
す

「まちの先生」登録制度イメージ図 

市ホームページ・市内７地区の公民館 
①「まちの先生」情報閲覧 

市内公民館・社会教育施設・学校など 
⑤学習会などを実施 

利
用
者
（
学
習
者
） 

登
録
者
（
ま
ち
の
先
生
） 

（
事
務
局
　
丸
山
公
民
館
）

（
事
務
局
　
丸
山
公
民
館
） 

人
材
バ
ン
ク

人
材
バ
ン
ク 

（
事
務
局
　
丸
山
公
民
館
） 

人
材
バ
ン
ク 

②まちの先生 
　活用申請書 

⑥活用報告書提出 

③登録者情報提供 連絡調整 

④利用者と登録者で交渉・承諾 

〜
地
域
の
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
〜
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の
あ
る
直
接
的
活
動
で
す
。

特
定
の
政
党
ま
た
は
宗
教
に
係
る
活

動
、
営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
お
よ
び
職

業
と
し
て
行
う
活
動
を
除
き
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
例

道
路
・
そ
の
ほ
か
公
共
施
設
な
ど
の
清

掃
活
動
、
防
火
・
防
災
活
動
、
交
通
安
全

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
指
導
、
文
化
活
動
な
ど
の
指
導

対
象
と
な
る
活
動
者
は
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
行
う
指
導
者
や
ス
タ
ッ
フ

な
ど
で
す
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
地
区
体
育
祭
な

ど
に
選
手
と
し
て
参
加
さ
れ
る
人
は
、
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
各
団
体
、
実
行
委
員

会
な
ど
で
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。

賠
償
責
任
事
故

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
中
に
、
指
導

者
な
ど
の
管
理
監
督
の
不
手
際
や
指
導
・

誘
導
の
ミ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
参
加
者
や
第

三
者
の
生
命
、
身
体
も
し
く
は
財
物
に
損

害
を
与
え
、
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
う
事
故
で
す
。

具
体
例

自
治
会
主
催
に
よ
る
道
路
の
草
刈
り
活

動
を
行
っ
た
際
に
、
駐
車
し
て
あ
っ
た
自

動
車
の
窓
を
破
損

傷
害
事
故

急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故
ま
た
は

熱
中
症
、
日
射
病
お
よ
び
細
菌
性
食
中
毒

に
よ
り
指
導
者
な
ど
ま
た
は
参
加
者
が
死

亡
し
、
ま
た
は
怪
我
を
し
た
事
故
で
す
。

具
体
例

自
治
会
主
催
に
よ
る
地
域
防
犯
活
動
の

一
環
と
し
て
地
域
住
民
の
有
志
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
地
域
の
見
回
り
活
動
を
計
画
的

に
行
っ
た
際
に
、
見
回
り
活
動
中
に
負
傷

傷
害
事
故
、
賠
償
責
任
事
故
に
か
か
わ

ら
ず
、
事
故
発
生
後
速
や
か
に
担
当
課
ま

た
は
総
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
事

故
発
生
報
告
書
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

知
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
内
容

い
つ
（
日
時
）、
ど
こ
で
（
場
所
）、
誰

が
（
加
害
者
）、
誰
を
・
何
を
（
被
害
者

ま
た
は
破
損
物
）、
ど
う
し
て
（
事
故
状

況
）、
ど
う
な
っ
た
か
（
被
害
状
況
）

公
益
性
の
あ
る
活
動
中
で
の
事
故
に
対

し
て
、
一
定
の
水
準
の
補
償
を
し
ま
す
。

活
動
や
事
故
な
ど
の
内
容
に
よ
っ
て
は
保

険
適
用
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課

℡
33
│
１
０
２
１

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
え
る
よ

う
、
活
動
中
に
生
じ
た
事
故
の
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。
市
が
あ
ら
か
じ
め
損
害
保
険

会
社
と
契
約
し
、
傷
害
や
賠
償
責
任
を
補

償
し
ま
す
。

こ
の
補
償
制
度
の
適
用
を
受
け
る
た
め

の
、
市
へ
の
事
前
登
録
手
続
き
は
不
要
で

す
。対

象
と
な
る
活
動
は
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
は

地
域
社
会
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
活

動
、
社
会
福
祉
活
動
、
社
会
奉
仕
活
動
、

社
会
教
育
活
動
そ
の
他
の
公
益
性
の
あ
る

活
動
。
こ
れ
に
類
す
る
活
動
で
、
本
来
の

職
場
を
離
れ
て
自
由
意
志
の
も
と
に
行
う

継
続
的
、
計
画
的
ま
た
は
臨
時
の
公
益
性

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、

補
償
制
度
を
充
実
し
ま
し
た

１

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

対
す
る
補
償
制
度

2

対
象
活
動

3

対
象
活
動
者

4

対
象
事
故

5

事
故
が
発
生
し
た
ら

6

補
償
制
度
利
用
上
の
注
意
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名倉海水浴場 

岩井海水浴場 

海水浴場 
海の家 
(軒) 

トイレ 
(カ所)

長さ 
(m) 開設期間 無料駐車場 特　　　　　　　徴 

豊岡海水浴場 

原岡海水浴場 

多田良北浜海水浴場 

根本海水浴場 

塩浦海水浴場 

南千倉海水浴場 

遠浅で静かな海水浴場ですので臨海学校生や合宿の場として多くの
人が利用できます。小さなお子さんでも安心して水遊びのできる海
水浴場です。地引網や花火大会など多くのイベントが開催されます。 

波の静かな入江にあるので、子どもにも優しく家族連れに適した海水
浴場です。砂浜と岩場での、磯遊びの両方が楽しめます。  

波が静かで遠浅の砂浜がきれいな三拍子そろった海水浴場と評判です。
いろいろなイベントが行われます。キャンプ場と隣接しています。 

入江になっているため波が穏やかで、子どもたちも安心して遊べる海
水浴場です。 

適度に波の立つこの海岸は、海水浴場区域外では、サーフィンを楽し
む多くの若者も見られます。 

「快水浴場百選」に認定された優良ビーチです。透明度の高い水質で、
貝殻混じりの白い砂浜と青い松の海岸線が美しい海水浴場です。 

 
 

大房岬のふもとに位置しています。内房のため波が静かな白砂の家
族連れに適した海水浴場です。また、キャンプもできます。 

伊豆七島を、一望できるスケールの大きな海水浴場です。フラワーラ
インに沿って、白砂の広がる海水浴場で、根本マリンキャンプ場と併設
されており、デイキャンプ、バーベキューも楽しめます。 

入江になっているため、波が静かで子どもたちや家族連れに適した海
水浴場です。磯遊びもできます。周辺では、サイクリングも楽しめます。 

磯遊びのできる岩場を併せ持ち、貝殻採取やカニ獲りなども楽しめる
ファミリーユースの海岸です。第二海水浴場は波が高くボディボート
などが楽しめます。 

7/23(金)～ 
8/22(日)

7/23(金)～ 
8/22(日)

7/19(月)～ 
8/18(水)

7/18(日)～ 
8/17(火)

7/19(月)～ 
8/23(月)

瀬戸浜海水浴場 

和田浦海水浴場 

海水浴情報海水浴情報

第19回人形劇フェスティバル日程表第19回人形劇フェスティバル日程表 第18回人形劇フェスティバル日程表第18回人形劇フェスティバル日程表

4 13 2,000

2 3 300

1 3 650

1 3 500

0 3 600

2 1 300

3 1 400

6 2 400

1 1 200

2 1 200

普通車300台 

普通車50台 

普通車100台 

普通車100台 

大型3台 
普通車200台 

大型2台 
普通車50台 

大型2台 
普通車50台 
 

普通車300台 

普通車80台 

普通車50台 

青い海が広がっています 問い合わせ　商工観光課　TEL 33－1092

観光ホームページ：南房総いいとこどり　http://www.mboso-etoko.jp/　 
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 開　催　日　時 内　　　容 料金 会　　　場 問い合わせ先 （0470） 
市外局番 

くじら専門家による講座、解体見学など（解体
は天候などにより見られないこともあります）。 

ツチ鯨の解体見学ができます。 

地元の無農薬野菜や有機野菜を使用した特
製のそうめんつゆと薬味で食べます。雨天中止。 

夕刻の熱気球試乗体験です。風速4ｍ以上、
雨天の場合中止。小学生未満は保護者同伴。
午後4時30分から。 

毎年恒例のビーチクリーンキャンペー
ンを開催。ビーチクリーンの後にスイ
カの無料配布もあります。 
参加受付は午前9時40分から。 

現役の海女さんが松明（たいまつ）を持っ
て泳ぐ幻想的なショーを繰り広げます。イ
ベントの最後には花火大会も行われます。
午後6時から午後9時まで。 

岩井海岸で地引網を開催。子ども優先。
獲れた魚はお持ち帰りできます。 
午前5時30分から。荒天中止。 

波の静かな多田良海岸で行われます。
参加者には地元わかめの味噌汁をサー
ビス。午前11時から。 

地引網で獲った魚は持ち帰ることがで
きます。おにぎり、みそ汁、お漬物付。市
内宿泊者限定。午前6時から。 

日本に語り伝えられている七夕伝説を
中心にお送りします。 
定員200人、午前11時から正午まで。 

大房岬少年自然の家 
TEL 33－4561

ローズマリー公園  
TEL 46－2882

農林水産課  
ＴＥＬ33－1071

白浜観光案内所 
TEL  38－4412

岩井観光案内所 
TEL 57－2088

NPOネイチャー 
スクールわくわくWADA 
TEL 47－2227

富浦観光案内所  
TEL 33－3660

富浦観光案内所  
TEL 33－3660

朝夷商工会青年部 
TEL  44－1331

道の駅「三芳村」鄙の里 
TEL 36－4116

６月２０日(日)～８月３１日(火) 
※ただし２６頭捕獲次第終了 
 

７月１７日(土)・１８日(日) 
７月１８日(日)・１９日(月)

７月４日(日)

７月１８日（日）・１９日（月） 

７月１８日（日） 

７月１８日(日)

７月１９日（月）・２０日（火） 

７月２４日（土）・２５日（日） 

７月２２日（木）・２４日（土）・２６日（月） 
・２８日（水）・３０日（金） 
８月１日（日）～８月１５日（日） 

８月１日（日）・８日（日） 

和田漁港 

大房岬少年自然の家 

和田漁港付近 

道の駅「三芳村」 
鄙（ひな）の里 

ローズマリー公園 
大駐車場 

南千倉海岸 
瀬戸浜海岸 

 

多田良北浜海岸 

原岡海岸 

野島埼灯台 
周辺公園広場 

岩井海岸 

行　事　名 

プラネタリウム 
～たなばたスペシャル～ 

 

熱気球体験 

くじらゼミ 

流しそうめん大会 

ちくらビーチクリーン 
キャンペーン 

第46回 
南房総白浜海女まつり 

観光地引網 

富浦地引網体験 

南房総富浦アジすくい 

鯨の解体見学 無料 

300円 
（めんつゆ一杯） 

無料 

無料 

無料 

スイカの無料配布を行います。 

スイカ、流しそうめん、ところてん、甘夏、
ジュースサービス。また、ビンゴゲーム
他あります。午前10時から。 

約2000発の花火とフラダンスのコラ
ボレーション。午後7時から。 

芝生の広場に大きなスクリーンを設置し、
1日限りの野外シアターが登場します。
定員150人。 
午後7時30分から午後8時30分まで。 

おいしいさざえのつぼ焼きをお一人様
１つ差し上げます。午前11時から。 

千倉観光案内所  
TEL 44－3582

富浦観光案内所  
TEL 33－3660

富浦観光案内所  
TEL 33－3660

富浦観光案内所  
TEL 33－3660

生涯学習課  
TEL 46－2963

千倉観光案内所  
TEL 44－3581

８月７日（土）・９日（月）～１１日（水） 
・１３日（金）・１５日（日） 

富浦各海水浴場 

とみうら元気倶楽部 
さざなみホールほか 

大房岬少年自然の家 

千倉漁港広場 

豊岡海岸 ８月１日（日） 

８月１日（日） 

 

８月１５日（日） 

８月１３日（金） 

スイカ無料配布 

さざえのつぼ焼き 
無料配布 

８月１日（日） 夏まつり酪農のさと みねおかいきいき館 
TEL 46－8611千葉県酪農のさと 

岩井海岸 

プロの劇団による人形劇でちびっこか
ら大人まで楽しめる公演です。 人形劇フェスティバル 

星空ナイトシアター 

ちくらＢＯＮフェスタ 

大房岬少年自然の家 
TEL 33－4561

無料 

無料 

スターマインや尺玉など約2000発の
花火を海岸で間近に見られます。 
午後7時30分から（雨天順延）。 

岩井観光案内所  
TEL 57－2088

８月５日（木）  岩井海岸花火大会 無料 

無料 

抽選付き「うちわ」を300円で販売し
ます。（午後6時から）抽選会は数多く
の商品を取り揃えています。雨天中止、
ただし抽選会は実施。 

道の駅「三芳村」鄙の里  
TEL 36－4116

道の駅「三芳村」 
鄙（ひな）の里 

８月７日（土） 盆踊り大会・抽選会 300円 

ボディビルクラブ「サンプレイ」のボデ
ィビルダーによる肉体美の競演。 
午前10時から。 

原岡海岸 ８月８日（日）  ボディビルコンテスト 無料 

千倉海水浴場 スイカの無料配布を行います。  
午後１時頃から。 

８月８日（日） スイカ無料配布 無料 

600円～ 
1,500円 

無料 

500円 

大　人2,000円 
子ども1,000円 

一般500円  
子ども100円 

200円 

1泊2日       
13,000円 

潮溜まりの生き物観察、貝殻ストラップ
作りなど。 

和田地区磯場 ７月２４日（土）・２５日（日） 夏休み子供教室 1日2,000円 
NPOネイチャー 
スクールわくわくWADA 
TEL 47－2227

3歳から 
1人1,000円 

新しい夏を見つけよう 問い合わせ　観光プロモーション課　TEL 33－1091
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す
る
情
報
の
提
供
、
場
合
に
応
じ
て
申

請
の
代
行
。

援
助
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
本
人
や

家
族
か
ら
の
相
談
・
連
絡
に
よ
り
、
訪

問
な
ど
に
よ
る
指
導
・
助
言
、
ま
た
在

宅
介
護
に
つ
い
て
電
話
や
面
接
に
よ
る

相
談
の
受
け
付
け
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談

窓
口
。

誰
も
が
幸
福
に
満
ち
た
高
齢
期
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
市
で
は
健
康
増
進
・
介

護
予
防
の
た
め
、
趣
味
活
動
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
取
り
入
れ
た
、
生
き
が

い
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
、

自
宅
か
ら
施
設
に
通
い
、
仲
間
ど
う
し
の

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

市
内
２
カ
所
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
運
営
を
社
会
福
祉
法
人
に

委
託
し
て
い
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
の
３
専
門
職

種
が
配
置
さ
れ
、
次
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
基
本
的
な
業
務
》

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

予
防
給
付
（
対
象
者
は
、
要
支
援

１
・
２
）
や
介
護
予
防
事
業
（
対
象
者

は
、
特
定
高
齢
者
）
の
介
護
予
防
プ
ラ

ン
の
作
成
、
評
価
な
ど
。

総
合
相
談
・
支
援

介
護
保
険
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

高
齢
者
の
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す

な
制
度
や
地
域
資
源
を
利
用
し
た
総
合

的
な
支
援
と
、
訪
問
に
よ
る
高
齢
者
の

実
態
把
握
。

権
利
擁
護
、
虐
待
早
期
発
見
・
防
止

高
齢
者
の
人
権
や
生
活
を
守
る
権
利

擁
護
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
成
年
後
見

制
度
の
活
用
や
虐
待
の
早
期
発
見
・
防

止
。

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
の
支
援

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の

助
言
・
情
報
提
供
。

◎
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
と

り
、
地
域
で
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

相
談
窓
口
と
な
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
を
市
内
６
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す

（
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に
委
託
し

て
い
ま
す
）。
相
談
は
無
料
で
す
。

《
基
本
的
な
業
務
》

市
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
方
法
に
関

交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象
者

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
65
歳
以
上
の
人
で
、
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
な
人
。

内
　
容

市
が
委
託
し
て
い
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
通
い
、
趣
味

活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
機
能
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。

送
迎
、
給
食
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

利
用
料

１
回
当
た
り
５
０
０
円
・
７
０

０
円
・
９
０
０
円
の
い
ず
れ
か
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
世
帯

の
前
年
度
市
民
税
課
税
金
額
に
よ

り
ま
す
）。

申
込
方
法

高
齢
者
福
祉
課
、
市
民
課
ま

た
は
各
支
所
（
三
芳
支
所
を
除
く
）

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申

し
込
み
受
け
付
け
後
に
、
職

員
が
訪
問
調
査
に
伺
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
生
き
が
い
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
委
託
施
設
は
次
の
と
お
り
で

す
。

総合相談窓口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
高
齢
者

の
日
常
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

生きがい
活動支援

生
き
が
い
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
福
祉
課
　
℡
36
│
1
1
5
4
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地域包括支援センター 在宅介護支援センター 生きがい型デイサービス委託施設 

○は該当施設 
名称・所在地など 

区　　　　分（所在地・電話番号） 

アイリスの里 
富浦町深名1170－1 
TEL20－4060 
 

○担当地区 
　富浦・富山・三芳 

○担当地区 
　白浜・千倉・丸山・和田 
　千倉町平舘686-1 
　TEL40－1277 
 

リブ丸山 

葵の園・南房総 

○在宅介護支援センター 
　伏姫の郷 

○千倉町在宅介護支援 
　センター 
　千倉苑 

○千倉町在宅介護支援 
　センター 

○在宅介護支援センタ 
　ー花の里 
　TEL47－5194

○おもいやりの郷在宅 
　介護支援センター 

○三芳在宅介護支援セ 
　ンター 
 

伏姫の郷 
平久里下字宮崎1129-2 
TEL58－2011

三芳ケアステーション 
谷向165－1 
TEL36－4520

三芳光陽園 
上堀280 
TEL36－3211

千倉苑 
千倉町瀬戸字浜田2712－24 
TEL40－1811

晴耕苑 
千倉町忽戸692－1 
TEL40－1231

デイサービスセンターあそぼ 
千倉町平舘640－1 
TEL40－0680

花の里 
和田町松田808

おもいやりの郷 
白浜町滝口7216－8 
TEL30－5360

デイサービスしらはま 
白浜町滝口6755－3 
白浜保健福祉センター 
はまゆう内 
TEL30－5122

デイサービスとみやま 
久枝327 
富山老人いこいの家内 
TEL57－3639

○特別養護老人ホーム 
 

○特別養護老人ホーム 
川谷302－5 
TEL46－4766

○特別養護老人ホーム 

○特別養護老人ホーム 

○特別養護老人ホーム 

○老人保健施設 

○デイサービスセンター 

○デイサービスセンター 
　久枝1143 
　TEL50－3301

○特別養護老人ホーム 
　TEL47－5193

○社会福祉協議会 

○社会福祉協議会 
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「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮

ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」
に
基

づ
き
、
障
害
の
あ
る
人
の
暮
ら
し
の
な
か

の
差
別
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ

い
て
、
身
近
な
地
域
相
談
員
が
相
談
を
受

け
ま
す
。補

装
具
は
、
身
体
障
害
者
（
児
）

の
失
わ
れ
た
身
体
機
能
を
補
完
ま

た
は
代
償
す
る
た
め
の
用
具
で
あ

り
、
身
体
障
害
者
の
職
業
そ
の
ほ

か
日
常
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、

身
体
障
害
児
に
つ
い
て
は
、
将
来

社
会
人
と
し
て
独
立
自
活
す
る
た

め
の
素
地
を
育
成
・
助
長
す
る
こ

と
を
目
的
に
支
給
し
ま
す
。

介
護
保
険
、
自
動
車
賠
償
責
任

保
険
、
労
災
フ
ァ
ン
ド
な
ど
ほ
か

の
法
律
に
基
づ
く
給
付
が
受
け
ら

れ
る
人
は
、
他
法
に
よ
る
給
付
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

相
談
お
よ
び
補
装
具
費
支
給

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課
　
℡
36
│
1
1
5
1

障 害
地域相談員 

相談の時間帯など（平日） 氏　　名 電話番号 

安西　和男 

33－3426 

36－2238 

57－2244 

33－3524 

午前10時～午後4時 

午後　2　時～午後5時 

 

 

武半　　彌 
たけ ば わたる 

石井　康夫 

岡田まゆみ 

小澤冨美子 
お  ざわ ふ　み　こ 

川名　茂喜 
かわ な しげ  き 

36－4888
安房地域生活支援センター 

午前　9　時～午後5時 

相談の時間帯の有無にかかわらず、早朝・深夜の相談はご遠慮ください。 

（電子メールでも対応可  tomiya.@awa.or.jp） 
早朝・深夜を除く 

早朝・深夜を除く 

　医療保険の給付対象となるものについては、医療保険の給付が優先されます。加入健

康保険に相談してください。 

　盲人安全つえ、義眼、眼鏡、補聴器、車いす、電動車いす、座位保持いす（児童のみ）、

起立保持具（児童のみ）、歩行器、頭部保持具（児童のみ）、排便補助具（児童のみ）、

歩行補助つえ（1本杖は支給対象外）、重度障害者用意思伝達装置 

　一定所得以上とは、本人または世帯員のうち市町村民税所得割の最多納税者の納税額

が46万円以上の場合です。 

　補装具の種類などによって、手続きや申請に必要な書類が異なります。希望する人は必

ず申請前に相談してください。 

　補装具の種類によっては、医師の意見書や千葉県中央障害者相談センターの判定が必要

になり、決定まで一定の期間が必要となります。必ず購入前に申請をしてください（購入

後の申請は助成の対象になりません）。 

補装具費の支給内容 

補装具の種類 

申請手続き 

費　　用 

所得制限 

対　象　者 身体障害者手帳の交付を受けた身体障害者（児） 

義肢（義手・義足） 

装具（下肢装具・靴型装具など） 

座位保持装置 

その他 

障害者本人または世帯員のいずれかが一定所得以上の場合には支給対象外 

原則として、1割負担です。生活保護世帯、市町村民税非課税世帯は無料です。 

障
害
者
に
対
す
る
差
別
に

関
す
る
相
談
員

身
体
障
害
者
へ
の
補
装
具
費
の

支
給
と
修
理
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市
民
に
開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
の
た
め

に
制
定
さ
れ
た
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報
保
護
制

度
の
平
成
21
年
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
市
の

公
文
書
を
原
則
公
開
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
見
た
り
、

誤
り
を
訂
正
す
る
権
利
を
保
障
し
ま
す
。

行
政
資
料

公
開
コ
ー
ナ
ー

市
役
所
本
庁
舎

１
階
に
行
政
資
料

公
開
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

市
の
計
画
、
刊

行
物
、
資
料
、

県
報
、
町
史
、
辞

典
な
ど
各
種
資
料

が
自
由
に
閲
覧
で

き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
年
度
中
に
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て

意
見
を
募
集
す
る
案
件

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
次

の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
の

募
集
期
間
に
、
案
件
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平成21年度

情報公開制度・
個人情報保護制度の
運用状況

平成22年度

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
案
件

問い合わせ　総務課　TEL 33－1021

パブリックコメント制度とは？

市が市政などの方針を決定する前
に、その案を広く市民に公表し、一定
の期間を設け、その案に対する意見や
要望を募集する制度です。

情報公開の請求・開示の状況 （件） 

実施機関 請求 
件数 

処理状況 
異議申立 

市　　　長 

教育委員会 

農業委員会 

合　　計 

21 

2 

4 

27

1 

0 

0 

1

19 

2 

3 

24

1 

0 

0 

1

0 

0 

1 

1

0 

0 

0 

0

全部開示 部分開示 非開示 却下・ 
取下げ 

個人情報の請求・開示の状況 （件） 

実施機関 請求 
件数 

処理状況 
異議申立 

市　　　長 

合　　計 

3 

3

3 

3

0 

0

0 

0

0 

0

0 

0

全部開示 部分開示 非開示 却下・ 
取下げ 

募集期間 担当課 内　　　容 案　件　名 

南房総市過疎地域自立 
促進計画  

南房総市情報化計画 

過疎地域自立促進特別措置法 
第6条の規定による計画 

市における地域情報化や、行 
政情報化の推進に係る基本理 
念や諸施策を具現化する指針 
としての計画 

7月下旬 企画政策課 

情報推進課 平成23年 
1月下旬 

意見を募集する案件（予定）



平成21年度 
特定健診　項目別判定結果（男性） 
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受診勧奨 

平成21年度 
特定健診　項目別判定結果（女性） 
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受診勧奨 
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健診結果を健康づくりに
生かしましょう問い合わせ  健康増進課  TEL  36－1152問い合わせ  健康増進課  TEL  36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

健診を受けたままにしていませんか？　健診結果は、あなたの生活習慣を映す鏡です｡もう一度、健診結果
と生活習慣を見直してみましょう｡
平成21年度特定健康診査受診結果
特定健康診査の対象者は、40歳以上の市国民健康保険に加入している人です。平成21年度の受診者数は、

5,060人でした｡対象者の42.4パーセントにあたります｡
男性は3人に1人、女性は10人に1人
男性は40歳代から3人に1人がメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）該当・予備群と判定されてい

ます｡女性は40歳代では10人に1人ですが、年齢が高くなるにしたがってメタボリックシンドローム判定割合
が高くなっています｡
メタボリックシンドローム該当・予備群者の男女別年齢別内

ちょっと高めに気づいたら生活習慣を見直しましょう
平成21年度の特定健康診査の結果、所見のあった人の率は、男女とも、1位・糖、2位・脂質、3位・血圧

となっています｡
健診結果の数値で「ちょっと高め」は要注意です｡生活習慣病は進行するまで自覚症状がありません｡健診

結果から危険信号をキャッチしたら、早めに生活習慣を改善することで、生活習慣病を予防することができ
ます｡また、毎年健診を受けて、身体の状態をチェックしていきましょう｡
市では「いきいき運動教室」「はつらつ栄養教室」など、いろいろな健康教室を開催しています｡日程は

「広報みなみぼうそうお知らせ版」に掲載しています｡ぜひご参加ください｡
項目別判定結果

1に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ
～良い生活習慣は、気持ちがいい～

厚生労働省スローガン

平成21年度 
メタボリックシンドローム判定割合（男性） 
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予備群該当 メタボ該当 

平成21年度 
メタボリックシンドローム判定割合（女性） 

 

0

10

20

30

40

50
（％） 

40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～75歳 

5.9％ 

2.7％ 

6.4％ 

4.6％ 

9.1％ 

9.7％ 

10.1％ 

15.1％ 

予備群該当 メタボ該当 
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日　　時 9月25日（土） 開場9時30分
場　　所 千葉マリンスタジアム
募集期間 4月16日（金）から7月13日（火）まで
詳しくは、ゆめ半島千葉国体実行委員会の

ホームページをご覧ください｡
http://www.kokutai-2010chiba.jp/kokutai/

国体まであと100日余りです。軟式野球競技の県内
会期、9月26日（日）から29日（水）までの4日間のう
ち、千倉総合運動公園では、26日（日）・27日（月）
の2日間にわたり、競技が開催されます。普段見るこ
とのできない全国トップレベルのゲームを観戦でき
ます。ぜひ、会場で応援してください。

交通規制のお知らせ
自転車競技（ロード・レース）開催日の9月26
日（日）は、コース内の全面交通規制が予定され
ています｡時間帯、コースなど詳しくは広報みな
みぼうそう7月号でお知らせします｡

金井石油様（丸山地区）からポケットティッシュ
1,000個を寄贈していただきました｡

種　　別 成年男子
開催期間 9月26日（日）、9月27日（月）
競技場所 千倉総合運動公園野球場
競技日程

～みんなで食べたい家族ごはん～第3回南房総食材を使った
料理コンテスト レシピ集

審査員特別賞　「セロリチャンプルー」
平群小学校　石井　陸登さん

・作り方
＜下準備＞にんじんは短冊切り、長ねぎは斜めに小口切り、
セロリの茎は斜めに切り、葉はぶつ切り、麩は水にもどし
絞っておく、豆腐は早めに切り水分を取る｡
①フライパンを熱し、油をひく｡
②豚肉を炒める｡
③にんじん、セロリの茎を炒め、キャベツを入れる｡
④塩、こしょう、しょうゆで味付ける｡
⑤もやし、麩、セロリの葉、豆腐、長ねぎを炒める｡
⑥卵を簡単にといて、具の上にまわしかけて火を止める｡
⑦予熱で卵に火が通ったらできあがり｡

・材料　（4人分）
豚こま切れ肉200ｇ、セ
ロリ2本、にんじん半分、
豆腐半丁、もやし半袋、
麩
ふ

（お好みで）、長ねぎ
1本、卵2個、キャベツ
（白菜など他の野菜でも可）、
油・塩・こしょう・しょ
うゆ適量　

総合開会式の入場者を募集しています

国体推進室　TEL 46－2964

審査員特別賞　「お魚ハンバーグ」
平群小学校　闍梨　礼菜さん

・作り方
①野菜（しょうが・にんじん・長ねぎ・にんにく）をみじん
切りにする｡
②鯖のうろこを取り3枚におろす｡
③あばら骨を取り、皮をはぐ｡
④よくたたいてすり鉢でする｡
⑤卵を加え、続いてする｡さらに味噌を加えてする｡
⑥みじん切りにしておいた野菜を入れヘラでよく混ぜる｡ラ
ップで好みの形を作る｡
⑦フライパンをよく熱し、弱火で焼く｡
⑧焼いている間に皿にレタスをちぎって敷く｡
⑨焼いている鯖は上側が白くなってきたらひっくり返して焼く｡
⑩焼けたら皿のレタスの上に盛りつけ、みかんとトマトを飾
り切りにして、パセリと一緒に盛りつける｡

・材料　（3人分）
鯖
さば

1尾、生姜1かけ、にん
じん40ｇ、長ねぎ40ｇ、
にんにく1かけ、味噌
50ｇ、サラダ油大さじ1、
卵1個、みかん（他の果
物でもよい）1個、トマ
ト1個、パセリ適量、レ
タス2枚

地産地消運動2009の
料理コンテスト
応募作品です

国体の軟式野球競技を見に行こう！
チーバくん通信

№2

協賛企業の紹介

試　合 
9月26日（日） 9月27日（月） 

1回戦 2回戦 準々決勝 

第　1 

第　2 

第　3

8：30 

10：50 

－　 

8：30 

10：50 

－　 13：40

－　 

－　 

9/26・27

会場となる千倉総合運動公園野球場 会場となる千倉総合運動公園野球場 
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Ｎo.36
エコ★ニュースエコ★ニュース

環境保全課  TEL 33－1053

一人ひとりの意識と行動で
ごみを減らしていこう！

日本では、環境基本法において6月5日を「環境の日」と定め、6月の1カ月間を「環境月間」としていま
す。市では、私たちを取り巻く環境を悪化させないため、ごみの減量化・資源化や合併浄化槽設置の普及推
進、河川の浄化対策、不法投棄対策、環境学習の推進などに取り組んでいます。
私たち一人ひとりの意識と行動で、環境問題を変えることができます。ごみ減らしや省エネ運動など、で
きることから始めてみませんか。
平成21年度に、家庭や事業者などから出された可燃ごみの量をお知らせします。

１人1日当たりのごみの排出量を減らしましょう
平成19年度、市の生活系ごみの1人1日当たりのごみ排出量は868ｇで、県の平均排出量は783ｇと市が上
回っています。家庭から出る生活系ごみや事業所から出る事業系ごみは、私たち一人ひとりが意識して、ご
みの分別を行うことで、ごみ減らしにつながります。また、ごみの処理量を減らすことで、市のごみ処理経
費を削減することにもつながります。
市民、事業者、市が一体となり、環境にやさしいまちを目指しましょう。

市のごみ処理量の推移

鴨川市南房総市環境衛生組合
和田地区 1,146t
（平成20年度1,186t）

鋸南地区環境衛生組合
（大谷クリーンセンター）
富浦･富山･三芳地区 4,188t

（平成20年度4,133t）

白浜清掃センター
白浜地区　

2,011t
（平成20年度1,954t）

千倉清掃センター
千倉・丸山地区　　　

4,396t
（平成20年度4,230t）

平成21年度
市の可燃ごみ総量

11,741t
（平成20年度11,503 t）

― 　 6 月 は 環 境 月 間 で す 　 ―

年 度 合　計 自家処理量 総人口 
合　計 生活系ごみ 事業系ごみ 

ご　み　総　排　出　量 1人1日当たりの排出量　（g/人・日） 

（ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （人） 

搬入量 （収集量＋直接搬入量） 

生活系ごみ 事業系ごみ 

17 
18 
19

21,207 
17,210 
17,237

17,416 
14,838 
14,280

2,090 
2,372 
2,957

1,701 
※0 
※0

46,094 
45,510 
44,925

1,260 
1,036 
1,048 
1,080

1,136 
893 
 868 
783

124 
143 
 180 
296

資料：千葉県「平成19年度清掃事業の現況と実績」 

千葉県平均 

ことばの意味
生活系ごみ … 一般家庭から出されるごみ（可燃ごみ、不燃ごみ、粗大ごみなどを含む）
事業系ごみ … 会社・学校・病院・商店など、事業所から出される産業廃棄物以外のごみ
直接搬入量 … ごみを排出した者が直接ごみ処理場に持ち込む量
※自家処理量 … 一般廃棄物で家庭などから出るごみを自ら処理する量を言います。平成18年度からごみ指定袋の導入

をしたことで自家処理量を算出しなくなりました。

平成21年度　市の可燃ごみ総量（速報値）
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　環境省では、地球温暖化防止のための国民運動として、ライト
アップ施設や家庭の電気を消していただくよう呼び掛ける 
「CO2削減/ライトダウンキャンペーン」を実施しています｡ 
　皆さんの家庭や職場でも、期間中に使っていない照明を消して、
ライトダウンキャンペーンに参加してみませんか。 

　6月21日（月）の夏至の日と7月7日（水）の七夕の日の午後8時から
午後10時までのそれぞれ2時間ずつ、全国各地のライトアップ施設などで、
全国一斉ライトダウンが実施されます。 
　市では、道の駅白浜野島崎を除く道の駅や野島埼灯台などの施設で
ライトダウンを行います。 

6月21日（月）午後8時から午後10時まで 

七 夕 ラ イ ト ダ ウ ン  

7月7日（水）午後8時から午後10時まで 

夏至ライトダウン（ブラックイルミネーション2010） 

ＣＯ2削減/ライトダウンキャンペーン2010

6月20（日） 
から 

7月7日（水） 
まで 

市民環境大学を開講します｡
豊かな地球環境を永く後の世代に引き継いでいくには、一

人ひとりが環境についての知識を高め、ライフスタイルや従
来の社会経済活動を見直していくことが必要です｡
環境問題について大学教授や専門家が分かりやすく解説し

ます｡
対　　象 市内に在住、在勤、在学している16歳以上の人
定　　員 100人程度　　 受 講 料 無料
回　　数 7回　　　　　　講義時間 85分間
場　　所 千倉保健センター（千倉町瀬戸2705番地6）
主　　催 市　　　　　 共　　催 日本大学生産工学部　
期間・講義名など
9月上旬から11月下旬の隔週土曜日の午後｡日時、講義名などは、決まりしだいお知らせします｡
修了証・認定書
5回以上出席した受講生に修了証を、6回以上出席した人にエコリーダー認定書を授与します｡
募集期限 8月27日（金）
申し込み 住所、氏名、生年月日、性別、電話番号を、環境保全課までお知らせください。昨年度

以前に受講した人も申し込みができます｡
申込・問い合わせ 環境保全課　TEL 33―1053 FAX 33－3451

Ｅ-mail kankyo＠city.minamiboso.chiba.jp

「南房総市民環境大学」の受講生募集

昨年度の市民環境大学
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ま
ち
の
話
題

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

和
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
Ｗ
Ａ
Ｏ
！

※
」
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
あ
り
が
と
う

さ
よ
な
ら
　
わ
だ
役
場
」
が
４
月
25
日

（
日
）、
和
田
支
所
旧
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。イ

ベ
ン
ト
は
４
月
に
発
足
し
た
ば
か
り

の
和
田
地
域
づ
く
り
協
議
会
「
Ｗ
Ａ
Ｏ
！
」

が
企
画
、
参
加
者
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し

た
。
庁
舎
の
壁
な
ど
へ
の
ク
レ
ヨ
ン
に
よ

る
寄
せ
書
き
、
和
田
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

解
き
な
が
ら
各
部
屋
を
移
動
す
る
ク
イ
ズ

わ
だ
カ
ル
ト
Ｑ
、
祭
ば
や
し
保
存
会
に
よ

る
祭
ば
や
し
、
和
田
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
の
演
奏
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
の
競
演
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

に
よ
る
手
作
り
カ
ヌ
ー
展
示
。
ク
ジ
ラ
弁

当
、
手
作
り
ジ
ャ
ム
、
甲
州
市
産
ワ
イ
ン

な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
公
共
施
設
再
編
に

伴
い
、
支
所
機
能
が
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
す
る
こ
と
か

ら
、
旧
庁
舎
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
地
域
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
し

よ
う
と
、
今
年
初
め
か
ら
準
備
し

て
き
ま
し
た
。
旧
庁
舎
は
、
昭
和

49
年
９
月
に
竣
工
し
、
35
年
間
に

わ
た
っ
て
地
域
住
民
か
ら
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

※
　
Ｗ
Ａ
Ｏ

わ

お

！
と
は
、

W
ada
Active

O
rganization

の
頭
文
字
。
わ
だ
・
あ
ん
と
か

し
ね
ぇ
ば
・
お
い
ね
ぇ
や
で
よ
、

と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

か
ね
て
か
ら
市
が
国
に
対
し
て
改
築
を

要
望
し
て
い
た
国
道
１
２
７
号
久
保
・
坂

下
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
５
月
13
日
（
木
）

に
富
浦
地
区
の
豊
岡
青
年
館
で
説
明
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
説
明
会
に
は
豊
岡
、
南

無
谷
を
中
心
と
し
た
住
民
約
50
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
石
井
市
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所

か
ら
改
築
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
、
工
事
方
法
、

工
事
ま
で
の
作
業
な
ど
の
設
計
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

久
保
・
坂
下
ト
ン
ネ
ル
の
改
築
は
、
国

道
１
２
７
号
の
安
全
性
を
大
き
く
高
め
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
富
浦
小

学
校
、
富
浦
中
学
校
の
徒
歩
通
学
禁
止
区

間
の
一
部
解
消
な
ど
、
地
域
に
と
っ
て
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

市
と
し
て
も
国
と
積
極
的
な
連
携
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課

℡
33
│
１
１
０
１

Ｗ
Ａ
Ｏ
！
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
実
施

さ
よ
な
ら
　
わ
だ
役
場

国
道
1
2
7
号
久
保
・
坂
下

ト
ン
ネ
ル
の
設
計
説
明
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

坂下トンネル改築イメージ
（幅員片側3.25メートル、歩道つき）

坂下トンネル（現状）
（幅員片側2.75メートル、歩道なし）

チアリーディングの演技
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会　長
鈴木　恒雄

和田地区（小川）

副会長
前田　正昭

富山地区（平久里下）

会　計
鈴木　　明

丸山地区（安馬谷）

テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
停
止
ま
で
残
り

１
年
。
総
務
省
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

受
信
で
き
な
い
難
視
地
域
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま

す
。
発
表
地
域
の
他
に
も
受
信
で
き
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
の
地
域

で
地
デ
ジ
受
信
で
き
な
い
よ
う
で
し
た
ら
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
難

視
地
域
に
指
定
さ
れ
る
と
国
な
ど
に
よ
る
受

信
支
援
が
あ
り
ま
す
。

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

（
デ
ジ
サ
ポ
）
で
は
受
信
可
否
を
判
断
す
る

ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
を
無
料
（
送
料
も
デ
ジ

サ
ポ
負
担
）
で
一
週
間
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。

キ
ッ
ト
内
容

地
デ
ジ
専
用
簡
易
ア
ン
テ

ナ
／
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
／
ケ
ー
ブ
ル
他

申
込
方
法

デ
ジ
サ
ポ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
家
電
量
販
店
に
あ
る
申
込
書
に
本

人
確
認
書
類
を
添
え
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.digisuppo.jp/index.php/

antenna/

申
込
先

〒
１
５
０
│
０
０
４
７

東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
16
│
２

bitC
ute

３
階
　
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
相

談
セ
ン
タ
ー

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
│
５
７
３
８
│
５
２
８
０

自
主
共
聴
組
合
の
地
デ
ジ
受
信
対
策
や

受
信
点
調
査
に
は
国
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
支
援
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課

℡
33
│
１
０
０
３

ア
ン
テ
ナ
キ
ッ
ト
貨
し
ま
す

総務省 
地デジコールセンター 

千葉県 
地デジコールセンター 

または 

043-333-7100

平  日  9時から21時まで 
土日祝 9時から18時まで 

地デジ放送に 
関する 

ご相談は… 

0570-07-0101

共
聴
組
合
の
対
策
は
進
ん
で
ま
す
か

５
月
17
日
（
月
）、
市
役
所
で
、
第
一
回
市
行
政
連
絡
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
和
田
地
区
の
鈴
木
恒
雄
さ
ん
、
副
会
長
に
富
山
地

区
の
前
田
正
昭
さ
ん
、
会
計
に
丸
山
地
区
の
鈴
木
明
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
区
へ
の
運
営
交
付
金
の
交
付
、
行
政
区
か
ら
の
要
望
書
の
受
け
付
け
、
行
政
区
役

員
へ
の
感
謝
状
の
交
付
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

行
政
連
絡
協
議
会
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

各
地
区
代
表
行
政
連
絡
員
（
敬
称
略
）

富
浦
地
区

穗
積
徹
雄
（
深
名
）
／
大
古
　
稔
（
豊

岡
）
／
渡
辺
　
富
雄
（
大
宮
）

富
山
地
区

前
田
正
昭
（
平
久
里
下
）
／
沼
田
明
彦

（
市
部
）
／
井
野
一
雄
（
久
枝
）

三
芳
地
区

佐
野
清
司
（
府
中
）
／
庄
司
重
太
郎

（
下
滝
田
）
／
杉
田
一
雄
（
御
庄
）

白
浜
地
区

平
野
好
生
（
名
倉
）
／
鈴
木
重
和
（
本

郷
）
／
宇
山
久
男
（
小
戸
）

千
倉
地
区

闍
橋
常
男
（
千
田
）
／
早
川
秀
夫
（
寺

庭
）
／
堀
内
　
寛
（
平
舘
）
／
加
藤
喜

代
志
（
大
貫
）
／
太
田
忠
孝
（
白
子
）

丸
山
地
区

鈴
木
　
明
（
安
馬
谷
）
／
和
田
　
豊

（
岩
糸
）
／
松
田
浩
嗣
（
丸
本
郷
）

和
田
地
区

鈴
木
恒
雄
（
小
川
）
／
釼
持
和
之
（
和

田
）
／
藤
原
正
巳
（
白
渚
）

地
デ
ジ
見
ら
れ
ま
す
か
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　　　　自衛官など募集 
　自衛隊千葉地方協力本部では、自衛官などを募集します｡
募集種目、資格、受付期間などは次のとおりです｡ 
問い合わせ　自衛隊千葉地方協力本部館山分駐所 
　　　　　　TEL 22－0385

平   成 
22年度 

募集種目 

貸費学生 

防衛大学校学生 

航空学生 

看護学生 

一般曹候補生 

自衛官候補生 

陸上自衛官（看護） 

防衛医科大学校学生 

12月1日 

　 

23年 

1月14日 

9月6日～ 
10月1日 

9月6日～ 
9月9日 

9月6日～ 
10月1日 

8月1日～ 
9月10日 
※1

9月6日～ 
10月1日 

8月1日～ 
9月10日 
※1

年間を通じ 
て行ってい 
ます｡　※1

8月1日～ 
9月10日 
※1

9月6日～ 
10月1日 

1次　11月6・7日 
2次   12月 
　　　14～18日 

1次 10月30・31日 
2次 12月8～10日 

1次 10月23日 
2次 11月20・21日 

1次 9月18日 
2次 10月7～14日 

受付時にお知ら 
せします｡ 

試験時にお知ら 
せします｡ 

11月12日 9月26日～29日 

11月20日 23年1月7日 

1次  9月23日 
2次 10月16～21日 
3次 11月13日 
　  　　～12月16日 

11月2日 

卒業 

（修了）後 

23年 
4月上旬 

23年 
4月上旬 

23年 
3月下旬～ 
4月上旬 

23年 
3月下旬～ 
4月上旬 

23年 
3月下旬～ 
4月上旬 

採用予定 
通知書で 
お知らせ 
します｡ 

23年 
3月下旬～ 
4月上旬 

23年 

4月上旬 

資　　　格 受付期間 試験期日 合格発表 入隊(校) 待遇･その他 

大学の理学部、工学部の
3・4年次または大学院（専
門職大学院を除く）修士
課程在学の人（正規の修
業年限を終わる年の4月
1日現在で26歳未満〈大
学院修士課程在学者は
28歳未満〉） 

高卒（見込含）21歳未満
の人（自衛官は23歳未満） 

高卒（見込含む）21歳未満の
人（推薦については高等学校
長の推薦などが別途必要です） 

高卒（見込含）21歳未満
の人 

高卒（見込含）21歳未満
の人 

高卒（見込含）24歳未満
の人 

看護師免許を有し、保健
師・助産師免許を有する
者（見込含）で36歳未満
の人 

18歳以上27歳未満の人 

18歳以上27歳未満の人 

18歳以上27歳未満の人 

4月分から正規
の修業年限を
終わる月まで
毎月54,000円
貸与 

修学年限4年
卒業後1年で
3等陸・海・空
尉 

修学年限6年医
師免許取得後2
等陸・海・空尉 

入隊後約6年
で3等海・空尉 

修学年限3年
看護師免許取
得後2等陸曹 

入隊後2年9月経
過以降選考によ
り3等陸・海・空曹 

2等陸曹～陸
曹長で採用（経
験年数などに
より異なる） 

所要の教育を経て、
3ヵ月後に2等陸･海
･空士に任用｡陸上
（技術系を除く）は
1年9カ月、陸上（技
術系）・海上・航空
は2年9カ月を1
任期として任用（以
降2年を1任期） 

技
　
術 

一
　
般 

推
　
薦 

男
　
子 

女
　
子 

〜 23年1月29日 23年4月下旬 

1次 12月3日 
最終 23年2月10日 

1次 11月30日 
最終 23年2月10日 

1次 10月8日 
2次(海) 11月8日 
　  （空) 11月4日 
最終 23年1月21日 

1次 11月4日 
最終 23年1月7日 

1次  10月1日 
最終 11月10日 

9月25・26日 

１ 募集人員は決定しだい、自衛官募集ホームページ
などでお知らせします｡
２　※1 平成23年3月中学校・高等学校卒業予定者、

中等教育学校前期課程修了予定者または中等教
育学校卒業予定者の受け付けについては、上表
に関わらず、文部科学・厚生労働両省から示さ
れた期日以降実施します｡

３ 資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を、「中
卒」は中等教育学校の前期課程修了者をそれぞれ含
みます｡

４ 応募資格年齢の起算日は、募集種目ごとに異なっ
ています｡それぞれ募集要項を確認してください｡
５ 事務官・技官の採用試験は、防衛省大臣官房秘書
課採用試験室に連絡してください｡
６ そのほか、詳細については、それぞれの募集要項
または自衛隊地方協力本部で確認してください｡

募集コールセンター （受付時間12：00～20：00）
フリーダイヤル　0120－063792
ナビダイヤル　　0570－045818（携帯電話）
自衛官募集ホームページ
http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/



暮らしの 暮らしの 

お知らせ お知らせ 
借
り
過
ぎ
・
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ

た
め
、
６
月
18
日
に
改
正
貸
金
業

法
が
完
全
施
行
さ
れ
ま
す
。

・
借
り
入
れ
は
年
収
の
３
分
の

１
ま
で

・
借
り
入
れ
に
は
基
本
的
に
年

収
の
証
明
が
必
要

・
ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
に
借

り
な
い
で

・
困
っ
た
ら
、
あ
せ
ら
な
い
で
、

ま
ず
相
談
を

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所

℡
０
４
３
│
２
５
１
│
７
８
３
０

千
葉
県
県
民
生
活
課

℡
０
４
３
│
２
２
３
│
２
７
９
５

三
芳
水
道
企
業
団
で
は
、
富
浦

お
よ
び
三
芳
地
区
の
水
道
施
設

（
水
道
管
・
メ
ー
タ
ー
器
な
ど
）

の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
６

月
か
ら
平
成
23
年
２
月
中
旬
に
か

け
て
「(

株)

日
本
水
道
セ
ン
タ
ー
」

の
調
査
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
。

調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
、
腕
章
を
着
用
し
て
作
業
を
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

三
芳
水
道
企
業
団
施
設
維
持
班

℡
22
│
３
７
８
３

８
月
か
ら
行
わ
れ
る
特
定
健
診

（
集
団
）
が
都
合
で
受
診
で
き
な

い
人
を
対
象
に
、
施
設
健
診
を
行

い
ま
す
。

対

象

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
（
年
齢
基
準
日
は
、
平

成
23
年
３
月
31
日
で
す
）。

・
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
誕
生
日
の
前
日
ま
で
施

設
健
診
が
受
診
で
き
ま
す
。

・
短
期
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
助

成
を
受
け
る
人
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

・
75
歳
以
上
の
長
寿
（
後
期
高

齢
者
）
医
療
加
入
者
は
、
集

団
健
診
の
み
で
す
。

医
療
機
関

富
山
国
保
病
院
ま
た

は
安
房
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

期

間

７
月
下
旬
か
ら
12
月
中

旬
ま
で

料
　
金

８
０
０
円
（
予
定
）

検
査
項
目

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
測
定
、
尿
・
血
液
検
査

申
込
期
限

６
月
30
日
（
水
）

申
込
方
法

健
康
増
進
課
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
の
際
、
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
保
険
証
の
番
号
・

受
診
予
定
月
を
お
聞
き
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
　

℡
36
│
１
１
５
２

市
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用

削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
の
た
め
、
９
月
30
日
（
木
）
ま

で
庁
舎
内
の
冷
房
温
度
を
控
え
め

に
し
、
職
員
は
、
室
温
28
℃
で
も

快
適
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
」

の
ク
ー
ル
ビ
ズ
（
衣
服
の
軽
装
化
）

を
行
い
ま
す
。

第
65
回
国
民
体
育
大
会
「
ゆ
め

半
島
千
葉
国
体
」
の
開
催
に
あ
わ

せ
て
、
千
葉
国
体
南
房
総
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
も
ク
ー
ル
ビ

ズ
期
間
中
の
服
装
と
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
℡
33
│
１
０
２
１

財
政
課
　
℡
33
│
１
０
２
２

改
正
貸
金
業
法
が
6
月

に
完
全
施
行
さ
れ
ま
す

特
定
健
診
（
集
団
）
を

受
診
で
き
な
い
人
対
象
に

施
設
健
診
を
行
い
ま
す

ク
ー
ル
ビ
ズ
に
ご
理
解
を

富
浦
・
三
芳
地
区
の
漏

水
調
査

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

192010年6月号

今月の表紙　　｢無題｣ 小林栄一さん（富浦地区）
ポスターカラーで画用紙の大きさです｡テレビでスケート競技を見ていた

際、選手のユニホームのデザインが目にとまり、いっきに描きあげました｡
子どもの頃から「のらくろ」の漫画など、絵を描くのが好きでした｡
小林さんは万祝

まいわい

や型紙など収集した資料を展示する紺屋資料館を開いて
います｡万祝のほかにレトロなおもちゃや民芸品など約16,000点を展示し
ています｡
問い合わせ 富浦紺屋歴史資料館　TEL33－2022 日曜日のみ開館

今月の表紙



時

間

平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

問
い
合
わ
せ

秘
書
課
　

℡
33
│
１
０
０
２

市
内
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の

整
備
の
た
め
、
東
電
柱
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

柱
が
敷
地
内
や
所
有
地
に
あ
る
お

宅
に
、
市
の
委
託
を
受
け
た
Ｎ
Ｔ

Ｔ
協
力
会
社
社
員
が
添
架
の
承
諾

を
い
た
だ
き
に
伺
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訪
問
期
間

６
月
か
ら
８
月

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課

℡
33
│
１
０
０
３

本
年
は
９
月
に
ゆ
め
半
島
千
葉

国
体
、
11
月
に
横
浜
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）

が
開
か
れ
、
国
際
テ
ロ
活
動
の
脅

威
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

不
法
滞
在
の
外
国
人
は
全
国
で

約
11
万
人
と
言
わ
れ
、
外
国
人
犯

罪
を
誘
発
す
る
一
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

館
山
警
察
署
は
、
国
際
テ
ロ
対

策
、
来
日
外
国
人
の
犯
罪
取
り
締

ま
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

外
国
人
を
雇
用
す
る
と
き
は
、

必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国
人
登
録

証
明
書
で
在
留
資
格
と
就
労
で
き

る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
館
山
警
察
署
　

℡
23
│
０
１
１
０

動
物
の
正
し
い
飼
い
方

動
物
も
家
族
の
一
員
で
す

・
動
物
を
飼
う
前
に
動
物
を
終

生
ま
で
飼
う
こ
と
の
で
き
る

環
境
で
あ
る
か
家
族
で
よ
く

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
子
犬
・
子
ね
こ
を
む
や
み
に
増

や
さ
な
い
た
め
に
、
不
妊
去
勢

措
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

人
と
動
物
の
共
生
に
配
慮
し
、
動

物
が
人
の
生
命
、
身
体
も
し
く
は

財
産
に
害
を
加
え
、
ま
た
は
、
人

に
迷
惑
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
の
な
い

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う

・
飼
い
犬
は
、
首
輪
な
ど
に
登
録

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

を
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
放
し
飼
い
は
、
絶
対
に
や
め

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

南
房
総
市
長
の
資
産
等
の
公
開
に

関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
市
長
は
、

自
己
の
保
有
す
る
資
産
な
ど
に
つ

い
て
、
毎
年
、
報
告
書
を
作
成
し

ま
す
。
こ
の
報
告
書
は
、
ど
な
た

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
開
開
始
期
日
・
内
容

・
６
月
30
日
（
水
）

平
成
21
年
中
の
所
得
等
報
告

書
・
資
産
等
補
充
報
告
書

平
成
22
年
度
の
関
連
会
社
等

報
告
書

・
10
月
４
日
（
月
）

２
期
目
の
任
期
開
始
の
日
と

な
る
４
月
23
日
の
資
産
等
報

告
書

閲
覧
の
方
法

秘
書
課
に
申
請
書
が
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
住
所
、
氏
名
お
よ
び

閲
覧
す
る
報
告
書
名
を
記
載
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
閲
覧
の
際
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

場

所

市
役
所
本
庁
舎
１
階

秘
書
課

ま
し
ょ
う
。

・
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、

短
い
引
き
綱
で
行
い
、
公
の

場
所
や
人
の
敷
地
内
で
排
せ

つ
さ
せ
る
な
ど
の
迷
惑
行
為

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま

で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
ど
う
し

て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

捨
て
ず
に
新
し
い
飼
い
主
を
探
す

か
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場

合
、
安
房
保
健
所
ま
た
は
環
境
保

全
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

安
房
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
安
房
保
健
所
）

℡
22
│
４
５
１
１

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

℡
０
４
７
６
│
93
│
５
７
１
１

環
境
保
全
課

℡
33
│
１
０
５
３

市
長
の
資
産
を

公
開
し
ま
す

国
際
テ
ロ
対
策
お
よ
び

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

● 菅田
すげ だ

の滝。安房グリーンラインの中ほどにある落差5メートルほ
どの滝。新道の開通に伴い、名称看板が設置された。太平洋に注ぐ
瀬戸川水系の支流にあたる。

20 2010年6月号

6
月
は
動
物
の
正
し
い

飼
い
方
強
化
月
間
で
す

光
フ
ァ
イ
バ
ー
電
柱

添
架
に
協
力
を



日
　
時

６
月
26
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で

場
　
所

県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

入
　
場

無
料

問
い
合
わ
せ

第
14
回
し
お
さ
い
コ
ン
サ

ー
ト
実
行
委
員
会
　

℡
22
│
２
４
３
８

募
集
期
間

７
月
１
日
（
木
）
か
ら

８
月
10
日
（
火
）
ま
で

１
次
試
験

９
月
19
日
（
日
）

試
験
区
分
・
採
用
予
定
者
数

警
察
官
男
性
（
大
学
卒
）

70
人
程
度

警
察
官
男
性
（
高
校
卒
）

１
１
５
人
程
度

警
察
官
女
性
（
大
学
卒
）

35
人
程
度

問
い
合
わ
せ

館
山
警
察
署
警
務
課

℡
23
│
０
１
１
０
（
代
）

月
平
均
２
万
５
千
ア
ク
セ
ス

の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

料
　
金

１
枠
１
カ
月
１
万
円

規

格

縦
60
ピ
ク
セ
ル
・

横
１
３
０
ピ
ク
セ
ル

形

式

Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式

容
　
量

４
Ｋ
Ｂ
以
内

掲
載
位
置

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下

問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　

℡
33
│
１
０
０
３

ま
ち
の
話
題
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
４
０
０
字
程
度
で

す
。

応
募
方
法

投
稿
者
の
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
明
記
し
、
直
接
持

参
す
る
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
で
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
紙
面
で

の
匿
名
は
認
め
ま
す
が
、
投

稿
者
の
連
絡
先
は
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

発
行
月
号
の
１
カ
月
前
ま

で
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課
　

℡
33
│
１
０
０
３

（
住
所
は
裏
表
紙
左
側
）

E-m
ail
koho@

city.m
i

nam
iboso.chiba.jp

平
成
22
年
度

千
葉
県
警
察
官

総人口（－33） 
43，358人 

男（－12） 
 20，769人 
女（－21） 
 22，589人 
世帯数（＋9） 
 17，136世帯 

出生 14人 

死亡 67人 

転入 80人 

転出 60人 

人口の動き （平成22年6月1日現在） 
（　）内は前月比 

携　帯
サイト

ホームページアドレス
http://www.city.minamiboso.chiba.jp

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード※

※ 登録は初めに空メールを送信してください

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告

広
報
紙
原
稿

212010年6月号

ぼ
し
ゅ
う 

ぼ
し
ゅ
う 

第
14
回
し
お
さ
い

コ
ン
サ
ー
ト

も
よ
お
し 

も
よ
お
し 

昔
む
か
し
、
富
山
と
み
さ
ん
の
ふ
も
と
の
10
カ
村
の
名
主

が
相
談
し
て
、「
富
山
の
頂
上
に
、
時と
き
を
知
ら
せ
る

大
き
な
鐘か
ね
を
造
ろ
う
」
と
決
め
ま
し
た
。

早
速
、
お
金
集
め
を
始
め
ま
す
と
、
一
人
ひ
と

り
の
寄
進
す
る
お
金
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

大
勢
の
力
で
、
思
い
の
ほ
か
お
金
が
集
ま
り
ま
し

た
の
で
、
鐘
は
川
上
村

か
わ
か
み
む
ら
の
近
く
で
鋳い

る
こ
と
に
な

り
、
江
戸
神
田
の
有
名
な
鋳
物
師

い

も

じ

が
踏
鞴
た
た
ら

を
踏
み
、

溶
か
し
た
地
金
を
次
々
と
、
大
き
な
鋳
型
に
流
し

込
み
ま
し
た
。

そ
の
時
、
不
思
議
な
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
妙た
え

な
る
楽が
く

の
音ね

と
と
も
に
、
一
人
の
美
し
い
乙
女
が

現
れ
、

「
私
は
山
に
住
む
貧
し
い
者
で
す
が
、
少
し
ば
か
り

寄
進
し
ま
す
」

と
言
い
、
山
吹
色
の
小こ

判ば
ん

を
、
赤
い
炎
に
な
っ
た

地
金
の
中
へ
投
げ
込
み
、
富
山
め
ざ
し
て
飛
び
去

っ
た
の
で
す
。

村
人
た
ち
は
、
鐘
に
黄
金
を
混
ぜ
る
と
音
色
が

良
く
な
る
こ
と
を
皆
知
っ
て
い
た
の
で
、

「
今
の
乙
女
は
富
山
の
観
音

様
に
違
い
な
い
。
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
」
と
言
い
あ
い
感

謝
し
ま
し
た
。
や
が
て
立
派

に
出
来
上
が
っ
た
鐘
は
富
山

の
山
頂
に
建
て
ら
れ
た
鐘
楼

し
ょ
う
ろ
う

に
運
ば
れ
て
、
毎
朝
、
毎
夕

ふ
も
と
の
村
々
に
美
し
い
音

を
響
か
せ
ま
し
た
。

第50話
生稲謹爾

「富山の鐘」

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話



22 2010年6月号　

有
料
広
告

※

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告

主
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

6月に敷地内で 
びわ狩り体験可 

南房総岩井海岸の宿 

TEL 0470－57－2378  FAX  0470－57－2306

南房総市高崎1298－1 
http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/

オーベルジュとは宿泊施設付きのレストランを 
意味するフランス語です 

オーベルジュとは宿泊施設付き 
のレストランを意味するフランス 
語です 

南房総岩井海岸の宿 南房総岩井海岸の宿 
民宿　オーベルジュ 民宿　オーベルジュ すなだ 
歓送迎会など承ります 

6月に敷地内でびわ狩り体験可 

http://www.awa.or.jp/home/o-sunada/

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

医療法人財団 
【お問合せ】℡０４７０－５５－２１２５（担当／辻） ※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

鋸南きさらぎ会 

職 員 
募 集 

○ 職　種　看護師及職　種　看護師及び看護奨学生…若干名び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院勤務地　鋸南病院（指定管理指定管理） 

○ 職　種　看護師及び看護奨学生…若干名 
○ 給　与　当財団規定による 
○ 勤務地　鋸南病院（指定管理） 

【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 
http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/http://www7.ocn.ne.jp/̃kyonanhp/

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 
【お問合せ】 ℡ ０４７０－５５－２１２５（担当／辻） 
※土･日曜日、祝日除く 

医療法人財団 鋸南きさらぎ会 

ゴミや不用品の処分でお困りの時は、 にお任せ下さい 

～地球に優しい環境造りのお手伝い～ 

OKABE CONSTRYCTION CO.LTD.  

ISO9001 
ISO14001
認証取得 

TEL 0470－36－2266
千葉県館山市亀ヶ原890-1  

http://www.okabe-c.co.jp
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千
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県
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房
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市
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番
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編
集
　
情
報
推
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４
５
９
６

房総半島最南端「野島埼灯台」 

朝日輝き訪れた旅人が元気の出る南房総市 

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
は
、

①
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
や
そ
の
周
辺
の
環
境
整
備

②
地
域
活
性
化
を
図
る

③
地
域
住
民
同
志
の
交
流
を
深
め
る

の
３
つ
を
目
的
と
し
て
平
成
17
年
６
月
に
設
立
さ
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
内
の
花
壇
な
ど
の
草

取
り
や
、
垣
根
の
修
理
、
周
辺
の
休
耕
田
を
活
用
し
た
ビ

オ
ト
ー
プ
の
製
作
・
管
理
、
昭
和
30
年
代
に
使
わ
れ
て
い

た
農
業
用
風
車
の
復
元
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
最
近
で
は
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

な
ど
も
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
の
朝
（
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
間
は
午
前

６
時
30
分
か
ら
午
前
８
時
ま
で
、
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

間
は
午
前
８
時
か
ら
午
前
９
時
30
分
ま
で
）「
今
、
公
園

の
朝
が
楽
し
い
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
楽
し
く

充
実
し
た
活
動
を
目
指
し
て
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
や
そ

の
周
辺
で
、
花
壇
の
草
取
り
や
ビ
オ
ト
ー
プ
管
理
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、
大
人
の
遊
び
感
覚
で
気
軽
に
活
動

を
体
験
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

会
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
、
環
境
教
育
な
ど
の
一
環
と
し
て

人
工
的
に
再
生
さ
れ
た
、
自
然
生
態
系
の
観
察
モ
デ
ル

（
池
な
ど
）
で
、
多
様
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る

空
間
で
す
。

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
箋

グリーンクラブが復元した農業用風車

〜
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
公
園
　
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
〜

代
表
　
根
本
　
正
義
　
　
会
員
19
人

℡
46
│
2
0
7
4

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団

体
を
ご
存
知
で
し
た
ら
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
協
働
課
　
TEL
33
│
１
０
０
５


